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〈
瀧
の
白
糸
〉上
演
史
に
お
け
る
泉
鏡
花「
錦
染
瀧
白
糸
」の
位
置

鈴
木
　
彩

一
、「
錦
染
瀧
白
糸
」
に
対
す
る
従
来
の
評
価

　
「
義
血
俠
血
」（『
読
売
新
聞
』
／
一
八
九
四
・
一
一
）
を
劇
化
し
た
〈
瀧
の
白
糸
〉（
以
下
「
義
血
俠
血
」
を
元
に
し
た
演
目
の
総
称
を
〈
瀧

の
白
糸
〉
と
す
る
）
の
上
演
史
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
様
々
な
論
考
が
発
表
さ
れ
て
き
た
。
ま
た
泉
鏡
花
が
一
九
一
六
（
大
正
五
）
年
二

月
に
発
表
し
た
「
錦
染
瀧
白
糸
│
其
一
幕
│
」（『
趣
味
之
友
』
一
巻
二
号
／
以
下
「
錦
染
瀧
白
糸
」）
に
対
し
て
も
川
島
み
ど
り1

に
よ
る
テ
ク

ス
ト
の
詳
細
な
分
析
が
存
在
す
る
。
だ
が
「
錦
染
瀧
白
糸
」
を
上
演
史
の
中
に
位
置
付
け
る
試
み
は
ま
だ
十
分
に
な
さ
れ
て
い
な
い
。「
義
血

俠
血
」
は
一
八
九
五
（
明
治
二
八
）
年
、
川
上
音
二
郎
一
座
に
よ
っ
て
〈
瀧
の
白
糸
〉
の
題
で
初
め
て
劇
化
さ
れ
た
。
翌
年
に
は
地
方
巡
演

と
〈
判
事
之
逮
捕
検
事
之
自
殺　

是
亦
意
外
〉
と
い
う
題
で
の
再
演
が
あ
り
、
後
者
で
は
俳
優
・
喜
多
村
緑
郎
が
初
め
て
白
糸
を
演
じ
て
い

る
。「
錦
染
瀧
白
糸
」
は
一
九
一
五
（
大
正
四
）
年
、同
じ
く
喜
多
村
が
白
糸
を
演
じ
た
同
題
の
新
派
劇
〈
錦
染
瀧
白
糸
〉
の
脚
色
に
鏡
花
が

関
与
し
、
そ
の
一
部
を
『
趣
味
之
友
』
に
発
表
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
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喜
多
村
の
台
本
を
資
料
と
し
て
用
い
な
が
ら
〈
瀧
の
白
糸
〉
を
論
じ
た
越
智
治
雄2

は
、
上
演
史
に
お
い
て
「
プ
ロ
ッ
ト
が
単
純
化
す
る
」

過
程
を
指
摘
し
た
上
で
、「
錦
染
瀧
白
糸
」
は
「
喜
多
村
の
原
型
を
今
一
度
復
活
し
た
書
替
」「
原
作
か
ら
一
人
歩
き
を
し
て
い
る
場
の
ヴ
ァ

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
決
定
稿
を
作
っ
た
」
も
の
と
、
初
期
の
上
演
か
ら
存
在
し
て
い
た
原
作
に
な
い
場
面
の
「
決
定
稿
」
と
推
察
し
、
そ

れ
は
「
十
分
成
功
し
て
い
る
と
言
え
、
筋
の
無
理
は
は
る
か
に
な
く
な
っ
て
い
る
。」
と
評
価
し
て
い
る
。
ま
た
、
植
田
理
子3

は
明
治
三
〇

〜
四
〇
年
代
の
上
演
を
論
じ
、
そ
の
頃
に
は
「
原
作
に
拠
ら
な
い
内
容
を
削
る
こ
と
」
で
原
作
に
近
い
〈
瀧
の
白
糸
〉
が
志
向
さ
れ
て
い
た

が
、
一
九
一
五
（
大
正
四
）
年
の
〈
錦
染
瀧
白
糸
〉
は
「
撫
子
と
い
う
役
を
設
け
、
筋
を
書
き
加
え
た
」
た
め
「
批
判
を
招
い
」
た
と
、
原

作
へ
の
忠
実
さ
か
ら
は
離
れ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
両
論
考
は
〈
瀧
の
白
糸
〉
上
演
史
の
解
明
に
あ
た
り
資
す
る
と
こ
ろ
が
大
き

い
が
、「
錦
染
瀧
白
糸
」
お
よ
び
新
派
劇
〈
錦
染
瀧
白
糸
〉
は
、
初
期
の
上
演
の
よ
う
に
原
作
に
な
い
筋
が
加
え
ら
れ
た
も
の
で
、「
義
血
俠

血
」
か
ら
は
距
離
を
有
す
る
と
捉
え
て
い
る
。

　

後
述
す
る
よ
う
に
「
錦
染
瀧
白
糸
」
は
、
そ
れ
以
前
に
上
演
さ
れ
て
い
た
場
面
を
鏡
花
が
書
き
改
め
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
は
、

「
義
血
俠
血
」
に
な
い
筋
が
加
え
ら
れ
た
形
で
繰
り
返
し
上
演
さ
れ
て
い
た
〈
瀧
の
白
糸
〉
に
対
す
る
、
鏡
花
の
初
め
て
の
明
確
な
関
与
で

も
あ
る
。
こ
の
テ
ク
ス
ト
を
考
察
す
る
際
に
は
、
以
前
の
上
演
と
の
関
係
の
み
な
ら
ず
、
原
作
と
の
関
係
も
考
慮
す
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
本
論
で
は
「
錦
染
瀧
白
糸
」
を
一
九
一
五
（
大
正
四
）
年
に
上
演
さ
れ
た
新
派
劇
〈
錦
染
瀧
白
糸
〉
の
台
本
と
い
う
文
脈
に
置
き
、「
義

血
俠
血
」
と
の
関
係
を
考
察
す
る
こ
と
で
、
以
前
に
上
演
さ
れ
て
い
た
場
面
の
「
決
定
稿
」
以
上
の
テ
ク
ス
ト
の
意
義
と
、「
義
血
俠
血
」
が

〈
瀧
の
白
糸
〉
へ
変
容
す
る
過
程
に
対
す
る
鏡
花
の
反
応
の
あ
り
よ
う
を
見
出
し
た
い
。

　

な
お
本
論
で
は
、
雑
誌
・
新
聞
に
発
表
さ
れ
た
テ
ク
ス
ト
の
題
名
は
「　

」
を
、
新
派
劇
の
演
目
の
題
名
は
〈　

〉
を
用
い
て
表
記
し
た
。

ま
た
、
俳
優
の
演
技
や
舞
台
装
置
な
ど
、
上
演
の
実
態
に
関
す
る
資
料
に
は
限
り
が
あ
る
た
め
、
本
論
で
新
派
劇
〈
瀧
の
白
糸
〉〈
錦
染
瀧
白
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糸
〉
と
述
べ
る
際
の
内
実
は
、
台
本
な
ど
の
文
献
資
料
か
ら
窺
え
る
様
相
に
限
定
し
た
。
不
十
分
な
点
も
あ
る
が
、
文
献
資
料
に
み
ら
れ
る

新
派
劇
が
志
向
し
た
方
向
性
と
、
鏡
花
に
よ
る
テ
ク
ス
ト
と
の
関
係
を
分
析
す
る
こ
と
で
、「
錦
染
瀧
白
糸
」
へ
の
新
た
な
視
座
は
獲
得
し
得

る
と
考
え
る
。

二
、〈
瀧
の
白
糸
〉
に
加
え
ら
れ
た
「
欣
弥
妹
」
の
物
語

　
「
錦
染
瀧
白
糸
」
以
前
の
上
演
史
に
は
既
に
詳
細
な
論
考
が
あ
る
た
め4

、こ
こ
で
は
原
作
に
な
い
筋
の
付
加
と
い
う
観
点
か
ら
上
演
史
を
瞥

見
す
る
。〈
瀧
の
白
糸
〉
に
は
一
八
九
五
（
明
治
二
八
）
年
か
ら
一
八
九
六
（
明
治
二
九
）
年
に
か
け
て
、原
作
に
な
い
三
つ
の
筋
が
加
え
ら

れ
た
。
一
つ
は
「
欣
弥
妹
」
と
い
う
独
自
の
人
物
に
関
す
る
筋
、
残
り
は
鏡
花
の
小
説
「
予
備
兵
」
と
新
派
劇
〈
意
外
〉
の
筋
で
あ
る
。

　

一
八
九
五
（
明
治
二
八
）
年
の
番
付5

に
は
「
高
利
貸
桐
田
剛
介
」「
仝
女
房
お
ま
ち
」「
仝
養
女
お
の
ぶ
」
の
役
名
が
あ
る
。
桐
田
と
そ
の

女
房
は
同
上
演
で
白
糸
に
殺
害
さ
れ
る
人
物
だ
が
、
こ
の
時
、
そ
の
養
女
お
の
ぶ
が
欣
弥
の
妹
で
あ
り
、
桐
田
家
で
虐
げ
ら
れ
て
い
た
と
こ

ろ
を
欣
弥
に
救
わ
れ
て
同
居
す
る
と
い
う
筋
が
あ
っ
た
。
劇
評6

に
は
欣
弥
の
住
居
を
白
糸
が
訪
れ
「
お
の
ぶ
と
い
ふ
美
的
が
居
る
と
忽
ち
嫉

妬
ム
ラ
〳
〵
と
起
り
当こ

つ
ち方

もマ
マ

（「
当
方
の
」
の
誤
記
か
│
引
用
者
注
）
気
も
知
ら
な
い
で
こ
ん
な
別
品
を
置
く
と
は
と
酷
く
怒
」
る
場
面
が
記

録
さ
れ
、越
智
が
前
掲
の
論
考
で
「「
錦
染
瀧
白
糸
」
の
欣
弥
住
居
の
原
型
」
と
述
べ
る
通
り
「
錦
染
瀧
白
糸
」
を
思
わ
せ
る
。
初
演
で
は
こ

の
後
「
壮
士
二
人
桐
田
剛
介
の
委
頼
を
受
け
お
の
ぶ
を
同
家
へ
返
す
か
但
し
は
引
取
る
か
と
声
高
々
に
談
判
し
、
ト
ヾ
欣
弥
は
同
女
を
引
取

る
と
確
答
し
け
れ
ば
、
そ
れ
で
は
是
迄
の
養
育
料
と
し
て
百
円
返
却
せ
よ
と
持
込
む
」
の
を
白
糸
が
立
ち
聞
き
、「
疑
団
忽
ち
氷
解
し
其
金
は

私
が
工
面
し
て
見
ま
せ
う
と
」
決
意
す
る
と
い
う
筋
に
な
り
、
白
糸
が
そ
の
金
を
奪
わ
れ
て
偶
然
に
桐
田
家
で
殺
人
を
犯
す
と
い
う
「
義
血
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俠
血
」
の
筋
へ
と
繫
が
る
。

　

同
上
演
の
番
付
に
は「
野
川
清
澄
」「
竹
中
於
莵
介
」の
役
名
も
あ
り
、こ
れ
は「
義
血
俠
血
」と
共
に
単
行
本『
な
に
が
し
』（
一
八
九
五
・
四
）

に
収
録
さ
れ
た
「
予
備
兵
」（『
読
売
新
聞
』
／
一
八
九
四
・
一
〇
）
の
登
場
人
物
で
あ
る
。「
予
備
兵
」
と
「
義
血
俠
血
」
の
内
容
に
関
連
は

な
い
が
、
初
演
で
は
「
瀧
の
白
糸
、
水
芸
太
夫
の
扮み

な
り装

に
て
実
兄
陸
軍
々
曹
竹
中
於
莵
助マ
マ

（
中
野

3

3

信
近

3

3

）
に
小
屋
よ
り
呼
び
出
さ
れ
」
と
竹

中
は
白
糸
の
兄
と
設
定
さ
れ
、
野
川
清
澄
は
「
村
越
欣
弥
は
奉
職
の
祝
賀
と
し
て
桐
田
清
澄
夫
妻
（
妻
は
則
ち
欣
弥
の
妹
）
其
他
の
知
己
朋

友
を
招
待
し
」
と
欣
弥
の
妹
と
婚
姻
し
て
い
る
。

　

そ
し
て
一
八
九
六
（
明
治
二
九
）
年
に
〈
判
事
之
逮
捕
検
事
之
自
殺　

是
亦
意
外
〉
と
し
て
再
演
さ
れ
た
際
の
番
付7

に
は
「
銀
行
頭
取
桐

田
剛
助
」「
桐
田
養
女
お
き
み
」
の
他
に
「
仝
手
代
鈴
村
房
太
郎
」「
芸
者
尾
花
や
梅
次
」「
探
偵
隼
三
五
郎
」
の
役
名
が
あ
る
。
穴
倉
玉
日8

も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
こ
れ
は
一
八
九
四
（
明
治
二
七
）
年
に
上
演
さ
れ
た
新
派
劇
〈
意
外
〉
の
登
場
人
物
で
あ
る
。〈
意
外
〉
は
脱
獄
し

た
「
鈴
村
房
太
郎
と
云
凶
徒
」
が
「
四
方
を
漂
泊
し
其
後
天
下
司
直
の
職
た
る
判
事
に
任
用
さ
れ
（
中
略
）
旧
情
婦
尋
ね
来
り
し
為
め
事
の

発
露
せ
ん
こ
と
を
恐
れ
其
婦
人
を
殺
害
し
て
自
分
自
ら
殺
害
せ
し
者
の
死
体
の
検
屍
に
臨9

」
む
が
、
最
後
に
は
捕
縛
さ
れ
る
と
い
う
筋
だ
っ

た
。
こ
の
再
演
で
は
桐
田
の
手
代
に
設
定
さ
れ
て
い
る
鈴
村
に
同
様
の
筋
が
あ
っ
た
こ
と
は
「
梅
次
の
強ゆ

す
り請
を
体
よ
く
受
け
て
中
之
島
公
園

に
連
れ
出
し
て
刺さ

し
こ
ろ殺

し
更
に
予
審
判
事
と
な
り
て
検
視
に
来
る
処10

」
と
い
う
劇
評
の
記
述
か
ら
窺
え
る
。
こ
の
上
演
に
「
予
備
兵
」
を
思
わ

せ
る
要
素
は
な
い
が
「
桐
田
養
女
お
き
み
」
の
登
場
に
は
注
目
し
た
い
。

　
「
欣
弥
妹
」「
予
備
兵
」〈
意
外
〉
の
い
ず
れ
の
筋
も
な
い
〈
瀧
の
白
糸
〉
は
一
九
〇
七
（
明
治
四
〇
）
年
三
月11

に
確
認
で
き
、そ
の
意
味
で

上
演
史
に
「
原
作
に
拠
ら
な
い
内
容
を
削
る
」
過
程
は
あ
る
。
だ
が
そ
の
削
ら
れ
る
過
程
に
は
、筋
に
よ
り
差
異
が
認
め
ら
れ
る
。〈
瀧
の
白

糸
〉
に
こ
れ
ら
の
筋
が
ど
の
よ
う
に
残
存
し
た
か
を
一
覧
に
し
た12

。
場
面
構
成
と
配
役
の
情
報
を
得
ら
れ
る
一
部
の
上
演
の
み
を
記
し
た
た
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め
、
こ
れ
は
上
演
史
の
一
側
面
に
す
ぎ
な
い
が
、「
欣
弥
妹
」
の
筋
が
窺
え
る
上
演
（
Ａ
）、「
予
備
兵
」
の
筋
が
窺
え
る
上
演
（
Ｂ
）、〈
意

外
〉
の
筋
が
窺
え
る
上
演
（
Ｃ
）
の
推
移
を
捉
え
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。

　
　
　
　

年　
　
　
　

月　
　

劇
場　
　
　
　
　
　

配
役

Ａ　

Ｃ　

一
八
九
八　

九　
　

角
座　
　
　
　
　
　

欣
弥
妹
お
君
／
尾
花
屋
梅
次
／
探
偵
隼
三
五
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

予
審
判
事
杉
浦
庫
太
実
ハ
鈴
村
房
太
郎

Ａ　
　
　

一
九
〇
〇　

一
一　

南
大
劇
場　
　
　
　

欣
弥
妹
お
信

Ａ
Ｂ
Ｃ　

一
九
〇
〇　

一
一　

演
伎
座　
　
　
　
　

欣
弥
妹
お
君
╱
曹
長
竹
中
於
莵
介
／
鈴
村
房
太
郎
／
芸
妓
梅
次
╱
探
偵
隼
三
五
郎

Ａ
Ｂ　
　

一
九
〇
一　

一　
　

改
良
座　
　
　
　
　

金マ
マ

弥
妹
お
君
／
曹
長
竹
中
於
莵
介

Ａ
Ｂ　
　

一
九
〇
一　

一
一　

末
広
座　
　
　
　
　

村
越
妹
お
信
╱
野
川
清
澄
╱
陸
軍
々
長
竹
中
音マ

マ助

Ａ　
　
　

一
九
〇
一　

一
二　

宮
戸
座　
　
　
　
　

村
越
お
君

Ａ
Ｂ　
　

一
九
〇
二　

七　
　

演
伎
座　
　
　
　
　

妹
お
の
ぶ
／
野
川
清
澄
／
曹
長
竹
中
音マ

マ助

Ａ　
　
　

一
九
〇
三　

二　
　

真
砂
座　
　
　
　
　

村
越
妹
お
君　

Ａ　
　
　

一
九
〇
三　

九　
　

名
古
屋
歌
舞
伎
座　

妹
お
君

Ａ　
　
　

一
九
〇
四　

八　
　

宮
戸
座　
　
　
　
　

欣
弥
妹
お
君

Ａ　
　
　

一
九
〇
六　

五　
　

深
川
座　
　
　
　
　

妹
お
君

Ａ　
　
　

一
九
〇
六　

一
二　

柳
盛
座　
　
　
　
　

妹
お
君

　

こ
こ
か
ら
は
「
欣
弥
妹
」
の
筋
が
「
予
備
兵
」〈
意
外
〉
の
筋
と
併
存
す
る
上
演
が
あ
る
こ
と
、「
欣
弥
妹
」
の
筋
が
後
者
二
つ
の
筋
よ
り
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も
長
く
残
存
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
後
者
二
つ
の
筋
は
先
述
の
よ
う
に
登
場
人
物
が
「
義
血
俠
血
」
の
人
物
と
関
係
す
る
場
合
は
あ
る
が
、

そ
の
筋
と
は
密
接
な
関
連
が
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
欣
弥
の
妹
は
白
糸
が
金
を
工
面
す
る
理
由
と
な
り
、
殺
人
の
遠
因
に
も
な
る

な
ど
「
義
血
俠
血
」
の
筋
と
結
び
つ
き
が
強
い
た
め
、「
義
血
俠
血
」
の
筋
を
中
心
に
整
理
さ
れ
る
過
程
で
も
残
っ
た
と
い
え
る
。
だ
が
そ
れ

は
、
白
糸
の
殺
人
ま
で
の
経
緯
を
原
作
と
は
異
な
る
も
の
に
す
る
。「
義
血
俠
血
」
の
白
糸
は
、
欣
弥
と
そ
の
母
の
生
計
を
助
け
る
と
い
う

「
至
重
の
責
任
」
を
果
た
そ
う
と
努
め
、「
欣
弥
母
子
が
半
年
の
扶
持
に
足
る
」
金
銭
を
奪
わ
れ
た
こ
と
か
ら
殺
人
に
至
る
。
そ
の
行
動
の
動

機
に
は
常
に
欣
弥
と
の
約
束
が
あ
る
が
、「
欣
弥
妹
」
の
筋
が
加
え
ら
れ
た
上
演
で
は
、
金
の
工
面
は
約
束
の
範
疇
に
な
く
、
後
半
の
展
開
と

橋
上
で
の
約
束
の
関
わ
り
は
失
わ
れ
る
。
そ
う
し
た
変
化
を
受
け
て
か
「
欣
弥
妹
」
の
筋
を
含
む
上
演
に
は
「
原
作
と
芝
居
と
で
は
白
糸
が

百
円
の
お
金
を
調
達
す
る
原
因
が
大
変
に
違
つ
て
居
り
ま
し
て
、之
で
は
白
糸
の
お
腹
の
底
に
は
内
々
「
私あ
た
い

の
実
を
見
て
お
呉
れ
」
と
言
ふ

心
持
が
あ
る
様
で
厭
に
存
じ
ま
し
た13

。」
と
い
う
批
判
も
あ
る
。
で
は
、
こ
の
「
欣
弥
妹
」
が
登
場
す
る
場
面
を
元
に
し
た
と
考
え
ら
れ
る

「
錦
染
瀧
白
糸
」
は
、
い
か
な
る
文
脈
に
配
置
さ
れ
る
場
面
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

三
、
新
派
劇
〈
錦
染
瀧
白
糸
〉
と
い
う
文
脈

　

日
本
大
学
・
喜
多
村
緑
郎
文
庫
に
は
〈
錦
染
瀧
白
糸
〉
と
の
関
係
を
窺
わ
せ
る
台
本
が
何
点
か
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
う
ち
一
点
の
表
紙
に

は
「
脚
本　

錦
染
瀧
白
糸
／
全
部
／
大
正
四
年
十
二
月
／
新
富
座
に
て
上
演
せ
し
も
の
／
殆
とマ

マ

泉
氏
の
作
な
り
（
勿
論
脚
色
也
だ
）」
と
い
う

書
き
込
み
が
あ
り
、
こ
の
台
本
が
一
九
一
五
（
大
正
四
）
年
一
二
月
の
上
演
の
も
の
で
あ
る
こ
と
と
、
鏡
花
の
関
与
を
示
唆
し
て
い
る
。
こ

の
上
演
へ
の
鏡
花
の
関
与
は
花
柳
章
太
郎14

も
「
あ
の
時
は
泉
先
生
御
自
身
で
脚
色
し
て
下
さ
つ
た
も
の
で
、
原
作
と
違
ふ
と
こ
ろ
も
相
当
に
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あ
り
ま
し
た
。」
と
回
想
し
て
い
る
。
だ
が
大
江
良
太
郎15

は
「
こ
の
脚
色
篇
は
全
部
に
わ
た
っ
て
鏡
花
の
筆
に
成
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
作

者
の
好
み
に
従
っ
て
新
し
く
筋
が
立
て
ら
れ
た
。（
中
略
）〝
村
越
欣
也マ

マ

の
家
〞
だ
け
は
、泉
先
生
自
身
で
執
筆
さ
れ
た
。」
と
「
村
越
欣
也マ
マ

の

家
」
と
い
う
場
面
の
み
を
確
か
に
鏡
花
に
よ
る
も
の
と
し
て
い
る
。

　

喜
多
村
緑
郎
文
庫
に
は
他
に
も
〈
錦
染
瀧
白
糸
〉
の
系
統
に
属
す
る
と
思
わ
れ
る
台
本
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る16

が
、
鏡
花
が
関
与
し
た
上
演

と
の
関
係
が
明
記
さ
れ
る
の
は
先
に
挙
げ
た
一
点
の
み
で
あ
る
。
そ
の
た
め
本
論
で
は
こ
の
台
本
（
以
下
、
単
に
台
本
と
述
べ
る
際
は
こ
の

資
料
を
指
す
）
を
中
心
に
扱
う
。
こ
れ
は
前
掲
の
越
智
の
論
考
で
も
言
及
さ
れ
て
い
る17

が
、
そ
こ
で
は
一
部
の
場
面
の
引
用
が
多
く
を
占
め

る
た
め
、
以
下
に
各
場
面
を
要
約
し
て
、
鏡
花
の
「
錦
染
瀧
白
糸
」
が
配
置
さ
れ
た
文
脈
の
全
体
像
を
確
認
す
る
。「
第
一　

長
野
街
道
松

並
木
」
…
欣
弥
の
馬
車
が
人
力
車
と
競
争
し
、
欣
弥
は
約
束
を
守
る
た
め
、
白
糸
を
馬
に
乗
せ
て
駆
け
去
る
。「
第
二　

信
州
稲
荷
山
棒
鼻
」

…
欣
弥
が
白
糸
を
茶
屋
に
寝
か
せ
て
去
る
。
南
京
出
刃
打
一
座
の
虎
五
郎
と
撫
子
、
出
刃
打
興
業
を
好
む
切
渕
夫
妻
が
そ
れ
を
目
撃
す
る
。

「
第
三　

雑
用
宿
」
…
白
糸
が
南
京
一
座
の
宿
を
訪
れ
、
欣
弥
と
馬
に
乗
っ
た
時
を
思
い
出
す
た
め
に
曲
馬
に
乗
り
た
い
と
語
る
。「
第
四　

水
芸
小
屋
前
」
…
白
糸
が
通
行
人
を
欣
弥
と
見
間
違
え
、小
屋
か
ら
出
て
来
る
。「
第
六　

諏
訪
山
中
駒
見
台
」
…
嗜
虐
的
趣
味
を
持
つ
切
渕

夫
妻
の
と
こ
ろ
へ
売
ら
れ
そ
う
に
な
っ
た
撫
子
を
、
欣
弥
が
救
う
。「
第
七　

村
越
欣
弥
住
居
」
…
欣
弥
宅
を
訪
れ
た
白
糸
が
、
撫
子
を
欣
弥

の
妻
だ
と
考
え
る
。
切
渕
が
遣
わ
し
た
壮
士
が
、撫
子
を
引
き
取
る
な
ら
金
を
用
意
せ
よ
と
迫
る
の
を
白
糸
が
立
ち
聞
く
。「
第
八　

松
本
市

地
蔵
清
水
之
場
」
…
白
糸
は
興
行
の
契
約
を
し
て
金
を
得
る
が
、南
京
一
座
に
奪
わ
れ
る
。「
第
九　

切
渕
剛
三
住
居
之
場
」
…
偶
然
に
切
渕

宅
に
迷
い
込
ん
だ
白
糸
が
夫
妻
を
殺
害
し
、
欣
弥
の
た
め
に
自
ら
切
渕
宅
に
移
っ
て
い
た
撫
子
と
対
面
す
る
。「
第
十　

松
本
裁
判
所
之
場
」

…
公
判
で
欣
弥
の
言
葉
を
聞
い
た
白
糸
は
自
白
し
た
後
、
舌
を
噛
ん
で
自
殺
す
る
。
欣
弥
も
銃
で
自
殺
す
る
。

　

新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
場
面
構
成18

と
照
ら
し
合
わ
せ
る
と
、
台
本
は
欣
弥
と
白
糸
が
橋
上
で
出
会
う
場
面
と
思
わ
れ
る
第
五
場
を
欠
き
、
橋
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上
で
の
対
話
内
容
は
厳
密
に
は
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
「
錦
染
瀧
白
糸
」
で
欣
弥
が
「
長
野
の
月
の
橋
で
、
│
│
一
生
、
も
う
、
決
し
て
他

人
で
は
な
い
と
誓
つ
た
ぢ
や
な
い
か
。」
と
述
べ
る
こ
と
、台
本
の
第
十
場
で
白
糸
が
殺
人
ま
で
の
経
緯
を
「
其
の
方
に
は
御
約
束
し
た
事
が

あ
つ
て
お
金
を
送
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
に
」
と
語
る
こ
と
か
ら
、「
義
血
俠
血
」
同
様
に
白
糸
が
仕
送
り
を
し
、
欣
弥
は
「
他
人
で
は

な
」
く
扱
う
と
い
う
約
束
が
交
わ
さ
れ
た
と
推
察
で
き
る
。
そ
し
て
台
本
の
第
七
場
「
村
越
欣
弥
住
居
」
の
前
半
が
『
趣
味
之
友
』
に
発
表

さ
れ
た
テ
ク
ス
ト
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
た
め
、鏡
花
の
「
錦
染
瀧
白
糸
」
は
こ
こ
に
位
置
す
る
こ
と
を
想
定
さ
れ
て
い
た
と
み
て
間
違
い
な
い
。

た
だ
し
「
錦
染
瀧
白
糸
」
は
撫
子
が
白
糸
に
追
い
す
が
る
と
こ
ろ
で
終
わ
る
が
、台
本
に
は
後
続
部
分
も
存
在
す
る
。『
趣
味
之
友
』
に
掲
載

さ
れ
た
「
錦
染
瀧
白
糸
」
に
は
自
筆
原
稿
が
残
る19

た
め
、
少
な
く
と
も
そ
の
部
分
は
鏡
花
の
手
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
で
は
そ
れ
以
外

の
場
面
に
つ
い
て
は
、
鏡
花
は
認
識
し
て
い
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
は
「
錦
染
瀧
白
糸
」
で
撫
子
が
欣
弥
を
「
其
の
神
様
を
、
雪

が
積
つ
て
、
あ
の
駒
ヶ
嶽
へ
あ
ら
は
れ
る
、
清
い
気
高
い
、
白
い
駒
、
空
に
を
が
ん
で
居
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ん
だ
の
に
。」
と
語
る
こ
と
に

注
目
し
た
い
。
南
京
一
座
で
出
刃
打
の
的
を
務
め
て
い
た
撫
子
は
、
台
本
の
第
二
場
で
、
欣
弥
が
白
糸
を
馬
に
乗
せ
て
駆
け
る
姿
を
目
撃
す

る
。
そ
し
て
第
六
場
で
は
一
座
の
虎
五
郎
か
ら
、
撫
子
が
出
刃
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
「
颯
と
馳マ

マ

け
る
白
馬
の
形
が
見
え
る
唯
、
無
暗
に
其

奴
に
乗
り
た
く
成
る
。
其
の
望
を
遂
げ
ね
え
う
ち
に
、
フ
ト
怪
我
で
も
し
て
は
、
と
思
ふ
」
た
め
に
的
に
な
る
の
を
拒
否
し
て
い
る
こ
と
が

語
ら
れ
、
そ
の
理
由
は
「
い
つ
か
の
松
本
街
道
の
松
並
木
で
、
魔
が
魅
し
た
も
の
ら
し
い
。」
と
欣
弥
の
姿
を
見
た
た
め
と
さ
れ
る
。
ま
た

同
場
に
は
撫
子
の
「
駒
ヶ
嶽
の
初
雪
の
馬
の
形
を
し
た
の
を
を
が
ん
で
私
や
お
嫁
に
な
る
気
だ
か
ら
、
一
生
懸
命
に
め
か
し
た
ん
だ
よ
」
と

い
う
台
詞
も
あ
る
。「
錦
染
瀧
白
糸
」
の
「
駒
ヶ
嶽
」「
白
い
駒
」
へ
の
言
及
は
、
先
立
つ
展
開
と
台
詞
を
踏
ま
え
た
も
の
と
い
え
、
鏡
花
は

〈
錦
染
瀧
白
糸
〉
の
他
の
場
面
や
全
体
の
構
想
に
つ
い
て
も
認
識
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
〈
錦
染
瀧
白
糸
〉
の
筋
の
う
ち
、
人
力
車
と
馬
車
の
競
争
（
第
一
・
二
場
）、
白
糸
が
通
行
人
を
見
間
違
え
て
小
屋
を
出
る
場
面
（
第
四
場
）、
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南
京
一
座
に
よ
る
金
の
強
奪
か
ら
白
糸
の
殺
人
と
裁
判
（
第
八
か
ら
十
場
）、
そ
し
て
台
本
に
は
残
ら
な
い
が
欣
弥
と
白
糸
の
橋
上
で
の
再

会
（
第
五
場
）
は
「
義
血
俠
血
」
と
共
通
し
て
い
る
。
一
方
「
村
越
欣
弥
住
居
」
で
白
糸
が
事
情
を
立
ち
聞
き
、
金
の
工
面
を
試
み
る
展
開

や
、
結
末
の
白
糸
と
欣
弥
の
自
殺
な
ど
は
そ
れ
以
前
の
〈
瀧
の
白
糸
〉
を
踏
襲
す
る
。
二
人
の
死
は
初
演
で
は
「
白
糸
は
悄
々
と
牢
獄
に
牽

か
る
ゝ
途
中
自
ら
顋
を
柱
に
ぶ
ち
当
て
舌
を
喰
切
て
死
」
に
、
欣
弥
は
後
日
妹
夫
婦
の
前
で
「
ピ
ス
ト
ル
に
て
自
ら
咽
喉
を
射
て
死
す
る
」

も
の
で
、
次
の
上
演
か
ら
「
白
糸
は
白
状
と
共
に
舌
を
噛
み
切
り
欣
弥
も
恩
義
の
為
め
其
場
に
て
拳ぴ

す
と
る銃

を
以
て
自
殺
す
る20

」
と
二
人
と
も
裁

判
所
で
死
ぬ
形
と
な
っ
て
定
型
化
し
た
。〈
錦
染
瀧
白
糸
〉
は
、
筋
と
い
う
面
で
は
原
作
へ
の
忠
実
さ
の
み
を
志
向
せ
ず
、
そ
れ
ま
で
の
上
演

を
引
き
継
い
だ
部
分
も
あ
る
。
だ
が
そ
こ
で
は
「
欣
弥
妹
」
が
撫
子
に
変
わ
り
、
新
た
な
様
相
を
呈
し
て
い
る
。
こ
の
撫
子
が
登
場
す
る
場

面
の
一
つ
で
あ
る
「
錦
染
瀧
白
糸
」
に
は
何
が
描
か
れ
、
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
か
、
以
下
に
考
察
す
る
。

四
、「
欣
弥
妹
」
か
ら
「
撫
子
」
へ
の
変
化
が
も
た
ら
す
影
響

　
「
錦
染
瀧
白
糸
」
以
前
の
〈
瀧
の
白
糸
〉
に
お
け
る
、欣
弥
宅
を
訪
れ
た
白
糸
の
様
子
は
「
お
の
ぶ
を
欣
弥
の
女
房
と
思
ひ
嫉
妬
の
余
り
怨

言
を
吐
き
た
る
も
」（
一
八
九
六
年
・
小
樽
住
吉
座
上
演
）「
寓
居
の
場
に
て
瀧
の
白
糸
が
欣
弥
の
妹
を
女
房
と
見
誤
り
悋
気
の
角
を
振
廻
す

を
」（
一
八
九
六
年
・
角
座
上
演
）
な
ど
白
糸
が
「
嫉
妬
」「
悋
気
」
を
露
わ
に
す
る
も
の
だ
っ
た
と
記
述
さ
れ
て
い
る21

。「
錦
染
瀧
白
糸
」
で

も
高
原
七
左
衛
門
か
ら
欣
弥
に
は
「
あ
で
や
か
な

0

0

0

0

0

奥
方
」
が
い
る
と
聞
い
た
白
糸
は
、
取
次
い
だ
そ
の
を
「
じ
ろ
り
と
」
眺
め
、「
…
…
の
、

あ
の
、
あ
る
の
、
と
な
い
の
、
と
は
大
変
、
大
変
な
違
ひ
な
ん
で
す
か
ら
。」
と
欣
弥
に
妻
が
い
る
か
ど
う
か
を
気
に
か
け
る
。
そ
し
て
欣
弥

と
撫
子
に
対
し
て
は
「
耳
に
も
入
ら
ず
、
撫
子
を
見
詰
む
。」「
そ
ん
な
に
、
何
も
、
お
客
あ
つ
か
ひ
。
敬
し
て
何
と
か
つ
て
為
な
く
つ
て
も
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可
う
ご
ざ
ん
す
。」
と
冷
淡
な
態
度
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
白
糸
の
姿
は
以
前
の
上
演
と
同
様
に
「
嫉
妬
」「
悋
気
」
を
表
す
も
の
だ

が
、
以
前
の
そ
れ
は
矛
先
が
「
欣
弥
妹
」
だ
っ
た
た
め
に
全
く
の
「
誤
り
」
で
あ
る
の
に
対
し
て
、「
錦
染
瀧
白
糸
」
で
は
必
ず
し
も
そ
う
で

は
な
い
。

　

撫
子
は
欣
弥
を
「
神
様
の
や
う
な
旦
那
様
」
と
述
べ
、
髪
を
「
円
髷
」
に
結
っ
て
い
る
。
こ
の
「
円
髷
」
に
つ
い
て
撫
子
は
「
そ
ん
な
気

な
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
一
生
涯
他
へ
は
お
嫁
入
り
を
し
な
い
覚
悟
」
と
説
明
し
て
い
る
が
、「
女
に
う
ま
れ
た
一
生
の
思
出
に
、
空
耳
で

も
、
僻
耳
で
も
、
奥
さ
ん
、
と
言
は
れ
た
さ
に
、
い
ゝ
気
に
成
つ
て
返
事
を
し
て
」
と
「
奥
さ
ん
」
と
呼
ば
れ
る
の
を
密
か
に
喜
ぶ
こ
と
や
、

欣
弥
が
「
莞
爾
し
て
撫
子
の
顔
を
見
て
、
其
心
づ
か
ひ
を
喜
び
謝
す
」
姿
を
見
て
「
嬉
し
さ
う
に
胸
を
抱
く
」
こ
と
に
欣
弥
へ
の
思
い
は
示

唆
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
台
本
全
体
の
文
脈
を
参
照
す
る
こ
と
で
、
よ
り
確
か
な
も
の
に
な
る
。
先
述
の
よ
う
に
撫
子
は
第
六
場
で
「
駒
ヶ

嶽
の
初
雪
の
馬
の
形
を
し
た
の
」
へ
の
思
い
入
れ
を
語
り
、
第
九
場
で
は
欣
弥
の
た
め
に
自
ら
切
渕
宅
へ
移
っ
て
い
る
。
同
場
で
は
白
糸
と

撫
子
が
顔
を
合
わ
せ
「
撫
子　

そ
し
て
、
欣
さ
ん
は
、
太
夫
さ
ん
。
／
│
│
月
冴
ゆ
│
│
／
白
糸　

朝
と
宵
と
は
違
ふ
け
れ
ど
、（
月
を
仰

で
）
月
は
東
に
、
明
星
は
西
に
。
／
撫
子　

思
ふ
男
は
真
中
に
。
／
白
糸　

二
人
で
寿
命
を
守
ら
う
ね22

。」
と
欣
弥
を
「
二
人
」
の
「
思
ふ

男
」
に
位
置
付
け
る
台
詞
を
交
わ
し
て
も
い
る
。
白
糸
と
撫
子
は
ど
ち
ら
も
欣
弥
に
思
い
を
寄
せ
て
お
り
、
欣
弥
を
め
ぐ
る
関
係
に
お
い
て

は
対
立
す
る
立
場
に
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
「
錦
染
瀧
白
糸
」
で
撫
子
が
「
床
な
る
白
菊
を
偶ふ

と
見
て
、
空
瓶
の
常
夏
に
、
膝
を
つ
き
、
と
き

の
間
に
し
ぼ
み
し
を
悲
む
状
」
や
、「
此
の
方
が
、
床
の
間
に
活
け
た
白
菊
か
な
。」
と
い
う
七
左
衛
門
の
台
詞
の
よ
う
に
、
白
菊
と
常
夏
が

繰
り
返
し
、
白
糸
と
撫
子
に
重
ね
ら
れ
る
こ
と
に
も
暗
示
さ
れ
て
い
た23

。
だ
が
そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
、
白
糸
は
撫
子
と
欣
弥
の
た
め
に
金
を

工
面
し
よ
う
と
す
る
。
そ
れ
以
前
の
上
演
で
白
糸
が
金
を
工
面
す
る
行
為
は
、
約
束
に
伴
う
「
義
務
」
や
「
責
任
」
か
ら
は
逸
脱
し
て
い
る

も
の
の
、
欣
弥
の
同
居
す
る
相
手
が
妹
と
わ
か
っ
て
誤
解
が
解
け
、
二
人
が
苦
境
に
あ
る
と
知
っ
た
た
め
に
金
銭
を
用
立
て
る
と
い
う
白
糸
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の
心
情
は
自
然
な
も
の
で
も
あ
っ
た
。
だ
が
欣
弥
の
家
族
で
は
な
く
、
し
か
も
対
立
す
る
立
場
に
あ
る
撫
子
と
、
欣
弥
の
た
め
に
金
銭
を
用

立
て
る
と
い
う
決
断
に
は
、
他
に
何
ら
か
の
理
由
が
必
要
と
な
る
だ
ろ
う
。

　

そ
の
理
由
に
は
「
錦
染
瀧
白
糸
」
で
欣
弥
が
示
す
態
度
が
関
係
し
て
い
る
。
一
八
九
六
（
明
治
二
九
）
年
の
上
演
に
つ
い
て
述
べ
た
喜
多

村
の
「
白
糸
考24

」
は
、
白
糸
が
訪
れ
た
と
き
の
欣
弥
の
態
度
を
「
思
ひ
が
け
な
い
白
糸
に
会
へ
、
有
頂
天
に
な
つ
て
一
別
以
来
の
話
を
し
や

う
と
す
る
の
を
白
糸
に
曲
解
さ
れ
る
の
で
当
惑
す
る
…
…
」
と
回
想
し
て
い
る
。
こ
こ
に
は
そ
れ
以
上
の
記
述
は
な
い
た
め
、
こ
の
「
有
頂

天
」
が
ど
の
よ
う
な
心
情
に
基
づ
く
も
の
か
は
定
か
で
は
な
い
。
一
方
「
錦
染
瀧
白
糸
」
で
の
そ
れ
は
、「
無
理
に
白
糸
を
上
座
に
直
し
、
膝

を
正
し
、
き
ち
ん
と
手
を
つ
く
。」
と
い
う
礼
儀
を
重
ん
じ
た
動
作
や
「
一
別
以
来
、
三
年
、
一
千
有
余
日
、
欣
弥
、
身
体
、
髪
膚
、
食
あ
り

生
命
あ
る
も
、
一
に
以
て
、
貴
女
の
御
恩
…
…
」「
暑
い
に
つ
け
、
寒
い
に
つ
け
、
雨
に
も
、
風
に
も
、
一
刻
も
お
忘
れ
申
し
た
事
は
な
い
。」

と
い
う
台
詞
に
よ
っ
て
、白
糸
か
ら
受
け
た
「
恩
」
へ
の
感
謝
を
強
く
表
し
て
い
る
。「
義
血
俠
血
」
で
も
欣
弥
は
「
恩
人
に
向
ツ
て
済
ま
ん

け
れ
ど
も
、
そ
れ
ぢ
や
疎ぞ

ん
ざ
い雑

な
言
葉
を
遣
は
う
。」
と
白
糸
を
「
恩
人
」
と
称
し
て
い
る
が
、「
錦
染
瀧
白
糸
」
で
も
同
様
に
、
む
し
ろ
欣
弥

の
台
詞
を
通
し
て
よ
り
直
接
的
に
、
白
糸
は
欣
弥
の
「
恩
人
」
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
。
白
糸
は
こ
の
扱
い
に
対
し
て
は
じ
め
は
「
恩
人
な

ん
か
、
真
ツ
平
で
す
。
私
は
女
中
に
成
り
た
い
の
。」
と
、
そ
れ
は
自
ら
の
求
め
る
も
の
と
は
異
な
る
と
述
べ
る
。
だ
が
台
本
の
「
村
越
欣

弥
住
居
」
後
半
に
は
、
欣
弥
の
「
恩
人
」
に
対
す
る
言
及
が
白
糸
を
変
化
さ
せ
、
新
た
な
決
意
を
抱
か
せ
る
様
子
も
描
か
れ
て
い
る
。
そ
れ

は
『
趣
味
之
友
』
に
発
表
さ
れ
た
「
錦
染
瀧
白
糸
」
に
は
含
ま
れ
な
い
た
め
、
鏡
花
が
ど
こ
ま
で
関
与
し
た
か
は
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
こ

れ
は
「
錦
染
瀧
白
糸
」
に
描
か
れ
た
欣
弥
と
白
糸
の
関
係
が
い
か
に
展
開
し
た
か
を
窺
わ
せ
る
も
の
で
、
台
本
の
文
脈
に
お
け
る
「
錦
染
瀧

白
糸
」
の
役
割
を
考
察
す
る
こ
と
に
繫
が
る
た
め
、
以
下
に
引
用
す
る
。
そ
れ
は
欣
弥
が
壮
士
た
ち
に
撫
子
の
身
柄
は
渡
さ
な
い
と
主
張
す

る
台
詞
で
あ
り
、
白
糸
は
こ
の
時
、
外
で
聞
い
て
い
る
。（﹇　

﹈
内
は
抹
消
さ
れ
た
箇
所
。【　

】
は
罫
線
の
横
な
ど
に
書
き
加
え
ら
れ
た
箇
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所
。
以
下
同
）

欣
弥　
（
中
略
）
私
の
身
躰
は
私
の
身
躰
で
、
然
し
私
の
身
躰
で
な
い
、
一
夜
唯
一
言
の
約
束
の
た
め
に
樺
太
の
吹
雪
に
は
骨
を
粉
に
し

台
湾
の
極
暑
に
は
肉
を
爛
ら
し
て
ま
で
も
其
の
恩
人
の
も
の
な
ん
だ
、
身
ま
ゝ
に
馬
丁
に
は
断
じ
て
成
れ
な
い
。

【
白
糸
】　

│
│
白
糸
か
げ
よ
り
出
で
る
、
ソ
ト
手
を
合
は
す
│
│

　
（
中
略
）

欣
弥　

い
や
不
可
ん
我
が
恩
人
は
女
で
さ
へ
一
旦
の
約
﹇
束
﹈
を
重
む
じ
て
、
身
を
粉
に
砕
い
て
も
志
を
遂
げ
た
、
況
や
男
子
の
身
と

し
て
俎
の
上
か
ら
救
つ
た
も
の
を
死
す
と
も
、
誓
つ
て
再
び
庖
丁
の
形
も
見
せ
な
い
。
此
の
言
、
此
の
意
気
は
即
ち
恩
あ
る
婦
人
の

意
気
だ
恩
人
の
意
気
は
私
の
意
気
だ
身
躰
が
其
の
人
の
も
の
で
あ
る
如
し
だ
。
│
│
断
然
渡
さ
ん

白
糸　
（
き
ゝ
つ
つ
嬉
し
げ
に
莞
爾
す
る
）

　

そ
こ
に
は
「
恩
人
」
と
し
て
の
白
糸
が
果
た
し
た
「
責
任
」
に
感
謝
し
、
同
様
の
「
責
任
」
を
自
ら
も
果
た
し
た
い
と
い
う
意
識
が
表
さ

れ
、「
恩
人
」
と
い
う
欣
弥
に
よ
る
白
糸
の
位
置
付
け
は
、「
錦
染
瀧
白
糸
」
に
み
ら
れ
る
も
の
と
基
本
的
に
は
変
わ
ら
な
い
。
だ
が
白
糸
は

こ
れ
を
聞
い
て
「
嬉
し
げ
に
莞
爾
」
し
、
以
後
の
場
面
で
金
策
を
試
み
る
。
こ
の
後
、
台
本
の
第
九
場
で
白
糸
が
「
自
分
ハ
自
分
の
か
ら
だ

てマ
マ

な
い
、【
立
】
て
ひ
い
て
く
れ
た
婦
の
か
ら
だ
ヾ
、
か
ら
だ
も
心
も
一
つ
だ
、
と
欣
さ
ん
が
、
激
い
声
で
、
い
つ
て
く
れ
た
嬉
し
さ
に
、
私

も
男
と
同
じ
心
、
同
じ
か
ら
だ
、
お
な
じ
意
気
で
、
お
前
を
助
け
【
る
気
に
な
つ
た
に
】﹇
た
い
ば
ツ
か
り
に
﹈」
と
撫
子
に
語
る
こ
と
か
ら
、

こ
の
変
化
は
欣
弥
の
「
此
の
言
、此
の
意
気
は
即
ち
恩
あ
る
婦
人
の
意
気
」「
身
躰
が
其
の
人
の
も
の
で
あ
る
如
し
」
と
い
う
言
葉
か
ら
生
じ

た
と
い
え
る
。
だ
が
こ
こ
で
白
糸
は
、
欣
弥
の
言
葉
を
繰
り
返
す
際
に
「
恩
人
」
と
い
う
言
葉
を
用
い
な
い
。
そ
こ
に
白
糸
と
欣
弥
の
認
識

の
懸
隔
が
あ
り
、
そ
れ
は
「
義
血
俠
血
」
に
も
胚
胎
し
て
い
る
も
の
だ
っ
た
。
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五
、「
錦
染
瀧
白
糸
」「
義
血
侠
血
」
に
お
け
る
白
糸
と
欣
弥
の
関
係

　

第
三
節
に
述
べ
た
よ
う
に
、〈
錦
染
瀧
白
糸
〉
で
も
、
白
糸
が
金
銭
を
送
り
、
欣
弥
は
「
他
人
で
は
な
い
」
関
係
を
結
ぶ
と
い
う
約
束
が
交

わ
さ
れ
て
い
た
と
推
察
で
き
る
。
し
か
し
「
錦
染
瀧
白
糸
」
の
対
話
か
ら
は
、
二
人
に
と
っ
て
「
他
人
で
は
な
い
」
関
係
が
意
味
す
る
も
の

が
、
必
ず
し
も
一
致
し
て
い
な
い
様
子
が
窺
え
る
。「
お
客
あ
つ
か
ひ
」
を
拒
み
、「
女
中
に
成
り
た
い
の
。」「
お
勝
手
を
働
か
う
と
思
違
ひ

を
し
て
来
ま
し
た
。」
と
語
る
白
糸
は
、
特
別
な
距
離
の
近
さ
と
親
密
さ
を
も
っ
た
関
係
を
望
ん
で
い
る
。
そ
の
こ
と
を
鑑
み
れ
ば
、
白
糸
が

「
嬉
し
げ
に
莞
爾
」
し
た
理
由
も
、「
身
躰
が
其
の
人
の
も
の
で
あ
る
如
し
」
と
一
心
同
体
の
よ
う
に
語
る
欣
弥
の
言
葉
に
、
自
ら
が
望
む
関

係
に
近
い
も
の
を
見
出
し
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
だ
が
、
欣
弥
が
そ
の
よ
う
に
述
べ
る
前
提
に
は
、
白
糸
が
「
恩
人
」
だ
と
い
う
意
識
が

あ
っ
た
。
欣
弥
に
と
っ
て
先
述
の
台
詞
が
意
味
す
る
も
の
は
、
白
糸
に
「
恩
」
を
受
け
た
以
上
、
自
ら
は
「
恩
人
」
で
あ
る
白
糸
の
も
の
も

同
然
だ
と
い
う
こ
と
、
白
糸
と
同
様
の
「
意
気
」
を
以
て
撫
子
を
救
い
た
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
欣
弥
が
白
糸
を
大
切
な
存
在
と
し
て
捉

え
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
も
、
特
別
に
近
し
い
関
係
を
求
め
る
白
糸
と
、
白
糸
を
「
恩
人
」
と
し
て
扱
う
欣
弥
と
い
う
「
錦
染
瀧
白
糸
」
に

示
さ
れ
て
い
た
懸
隔
は
、
実
際
に
は
埋
め
ら
れ
て
い
な
い
。
そ
し
て
そ
の
構
図
は
「
義
血
俠
血
」
に
も
見
出
さ
れ
る
。

　
「
義
血
俠
血
」
に
は
「
瞽
判
事
」
と
題
さ
れ
る
、
紅
葉
の
改
稿
を
経
る
前
の
草
稿
が
残
る25

。
川
島
み
ど
り26

は
、
草
稿
で
は
「
荘
之
助
（
欣
弥

に
あ
た
る
人
物
│
引
用
者
注
）
が
「
情
」
を
抱
い
た
経
緯
は
飽
く
ま
で
「
他
人
で
は
」
な
い
と
い
う
誓
い
の
後
で
あ
っ
た
こ
と
」
に
注
目
し

た
上
で
「
荘
之
助
の
指
示
す
る
「
情
」
の
内
実
は
、
あ
く
ま
で
「
恩
」
で
あ
り
、
彼
は
、
最
後
ま
で
お
玉
（
白
糸
│
引
用
者
注
）
の
気
持
ち

を
解
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。」
と
述
べ
、「
錦
染
瀧
白
糸
」
と
「
瞽
判
事
」
の
接
続
を
指
摘
し
て
い
る
。
だ
が
二
人
が
橋
上
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で
交
わ
す
誓
い
の
内
実
は
「
義
血
俠
血
」
で
も
同
様
で
あ
る
。
引
用
は
「
義
血
俠
血
」
か
ら
行
う
が
、
い
ず
れ
の
場
合
も
白
糸
は
欣
弥
（
荘

之
助
）
へ
の
思
い
か
ら
仕
送
り
を
申
し
出
て
お
り
、
欣
弥
（
荘
之
助
）
は
「
恩
を
受
け
れ
ば
報か

へ

さ
ん
け
れ
ば
な
ら
ぬ
義
務
が
あ
る
。」「
目
的

を
達
す
る
の
を
報お

ん
が
へ
し恩
と
云
へ
ば
、
乞
食
も
同
然
だ
。」
と
「
報
恩
」
の
必
要
性
を
主
張
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
白
糸
は
「
他
人
ら
し
く
無
く
、

生
涯
親
類
の
や
う
に
し
て
暮
し
た
い
」
と
求
め
、
欣
弥
（
荘
之
助
）
は
「
決
し
て
も
う
他
人
で
は
な
い
。」
と
応
じ
る
。「
無
言
」
で
金
を
受

け
取
る
荘
之
助
と
、「
無
量
の
意
を
含
み
て
」
目
を
合
わ
す
欣
弥
の
態
度
に
差
は
あ
る
も
の
の
、「
他
人
で
は
な
い
」
関
係
を
結
び
た
い
思
い

か
ら
「
責
任
」
を
負
う
白
糸
と
、「
報
恩
」
と
し
て
「
他
人
で
は
な
い
」
関
係
を
結
ぶ
欣
弥
（
荘
之
助
）
と
い
う
構
図
は
共
通
し
て
い
る
。

　

し
か
し
「
義
血
俠
血
」
の
白
糸
は
「
情い

ろ婦
の
一
人
や
半は
ん
ぶ
ん人

は
あ
り
ま
せ
う
。」
と
、冗
談
交
じ
り
な
が
ら
も
欣
弥
に
「
情
婦
」
が
あ
る
か
を

気
に
か
け
、「
お
前ま
へ

様さ
ん

だ
か
ら
貢
い
で
見
た
い
」
と
語
る
な
ど
、
欣
弥
へ
の
思
い
を
率
直
に
表
し
て
い
る
。
ま
た
金
を
工
面
す
る
様
子
も
「
世

話
女
房
の
お
友
と
な
ら
ざ
る
を
得
ざ
る
可
き
な
り
。」「
其
精
神
は
全
く
村
越
友
と
し
て
経
営
苦
労
し
つ
。」
と
正
式
な
「
内お

か
み

君さ
ん

」
で
は
な
い

も
の
の
、「
村
越
友
」
と
い
う
「
女
房
」
の
よ
う
な
意
識
を
も
っ
て
い
た
と
描
か
れ
る
。
こ
う
し
た
様
子
に
、「
義
血
俠
血
」
の
白
糸
が
望
む

関
係
が
よ
り
近
し
い
も
の
で
あ
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
が
、
欣
弥
に
と
っ
て
の
白
糸
は
、
裁
判
所
の
場
面
で
も
「
欣
弥
の
眼
は
陰

ひ
そ
か

に

始
終
恩
人
の
姿
に
注
げ
り
。」「
恩
人
の
顔
は
蒼あ

を
ざ白
め
た
り
。」
と
「
恩
人
」
と
描
写
さ
れ
、
そ
の
位
置
付
け
は
「
大
恩
の
上
に
大
恩
を
累
ね

た
る
至
大
の
恩
人
」「
永
く
恩
人
と
相
見
る
可
か
ら
ざ
る
を
憂
ひ
て
」
と
さ
れ
る
末
尾
ま
で
変
わ
ら
な
い
。
そ
し
て
欣
弥
は
「
名
代
の
芸
人
」

が
「
仮
初
に
も
虚い

つ
は
り偽
な
ど
を
申
し
て
は
、
其
名
に
対
し
て
も
実
に
愧
づ
べ
き
事
だ
。」
と
、「
世
話
女
房
の
お
友
」
で
は
な
く
「
芸
人
」
の
白

糸
に
向
け
た
説
諭
を
行
う
。
そ
の
「
声
音
」
は
「
異
常
な
る
」
も
の
で
、
越
野
格27

が
述
べ
る
よ
う
に
「
恩
人
に
対
す
る
愛
情
の
告
白
」
と
も

解
釈
し
得
る
様
子
は
あ
っ
た
。
だ
が
こ
の
場
面
に
は
、
白
糸
の
自
白
を
「
既
に
他
者
と
し
て
屹
立
す
る
欣
弥
へ
の
真
の
求
愛
」
と
す
る
弦
巻

克
二28

や
、
白
糸
は
「
残
さ
れ
た
の
が
〈
名
代
の
芸
人
〉
と
し
て
の
俠
気
を
貫
く
こ
と
し
か
な
い
と
痛
感
さ
せ
ら
れ
」
た
と
す
る
杲
由
美29

の
よ
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う
に
、
白
糸
と
欣
弥
の
間
に
懸
隔
を
認
め
る
解
釈
も
存
在
す
る
。
そ
し
て
こ
れ
ま
で
に
挙
げ
た
箇
所
を
鑑
み
れ
ば
、
そ
こ
に
は
確
か
に
懸
隔

が
あ
る
と
い
え
よ
う
。
互
い
を
「
他
人
で
は
な
い
」
存
在
と
捉
え
て
い
た
と
し
て
も
、
近
し
い
関
係
を
望
む
白
糸
と
、
最
後
ま
で
「
恩
人
」

と
し
て
思
い
、「
芸
人
」
の
白
糸
に
語
る
欣
弥
の
認
識
は
異
な
る
た
め
で
あ
る
。
そ
し
て
「
錦
染
瀧
白
糸
」
に
も
、
こ
の
「
義
血
俠
血
」
の
構

図
は
反
映
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

こ
の
懸
隔
は
、
一
見
「
義
血
俠
血
」
と
は
異
な
る
よ
う
に
み
え
る
、
台
本
の
裁
判
所
の
場
面
に
も
引
き
継
が
れ
て
い
る
。
そ
の
異
な
る
点

の
一
つ
は
「
義
血
俠
血
」
と
ほ
ぼ
同
じ
台
詞
で
な
さ
れ
る
欣
弥
の
説
諭
の
最
後
に
「
そ
れ
と
も
飽
迄
奪
ら
れ
ん
と
申
立
つ
る
か
コ
リ
ヤ
此
処

は
神
聖
﹇
な
る
﹈
犯
す
べ
か
ら
ざ
る
大
日
本
帝
国
の
法
廷
で
あ
る
ぞ
速
か
に
事
実
を
申
立
て
よ
」
と
加
え
ら
れ
て
い
る
点
、
も
う
一
つ
は
そ

れ
を
聞
い
た
白
糸
が
「
じ
ゆ
つ
な
き
仕
打
ち
思
入
れ
落
涙
の
模
様
」
を
み
せ
、
殺
人
ま
で
の
経
緯
を
語
っ
て
「
こ
れ
程
の
思
ひ
を
し
て
人
二

人
ま
で
殺
し
ま
し
て
拵
へ
た
お
金
も
思
ふ
お
方
の
役
に
は
た
ゝ
ず
【
。】
其
上
愛
想
を
つ
か
さ
れ
ま
し
て
は
私
し
死
ん
で
も
死
に
き
れ
【
や
ア

い
た
し
ま
せ
ん
】﹇
ま
せ
ん
﹈」
と
語
る
点
で
あ
る
。
法
を
至
上
と
す
る
欣
弥
と
、
欣
弥
の
言
葉
に
よ
っ
て
導
か
れ
る
白
糸
の
嘆
き
は
、
そ
れ

ま
で
の
〈
瀧
の
白
糸
〉
に
あ
っ
た
、
裁
判
所
で
の
二
人
の
自
殺
と
い
う
結
末
を
踏
襲
す
る
た
め
の
も
の
と
い
え
る
。
だ
が
「
芸
人
」
の
白
糸

に
語
り
、
職
務
を
優
先
す
る
欣
弥
と
、「
愛
想
を
つ
か
さ
れ
」
得
る
隠
蔽
を
止
め
て
自
白
す
る
白
糸
の
関
係
は
「
義
血
俠
血
」
に
お
け
る
そ

れ
に
も
通
じ
て
い
る
。「
義
血
俠
血
」
の
白
糸
が
「
喜
び
て
自
白
」
す
る
の
も
、
作
中
に
描
か
れ
た
近
し
い
関
係
を
望
む
姿
を
考
慮
す
れ
ば
、

「
長
年
の
贔
屓
で
あ
つ
て
見
れ
ば
、
ま
づ
愛
想
を
尽
す
前
に
十
分
勧
告
を
し
て
、
卑
怯
千
万
な
虚い

つ
は
り偽

の
申
立
な
ど
は
、
命
に
換
へ
て
も
為
せ
ん

積
だ
。」
と
い
う
欣
弥
の
言
葉
に
「
愛
想
を
尽
」
か
さ
れ
な
い
道
を
見
出
し
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。「
瞽
判
事
」
で
は
、
荘
之
助
が
「
法
は

渠
を
殺
せ
り
我
は
情
の
た
め
に
死
す
と
い
へ
る
意
味
」
の
遺
書
で
「
情
」
へ
の
志
向
を
明
言
し
、
白
糸
も
自
白
の
理
由
を
「
間
違
つ
た
裁
判

を
な
す
つ
て
は
貴
下
の
御
身
分
が
す
た
る
と
思
つ
て
、
つ
ひ
お
い
と
し
さ
の
余
り
」
と
述
べ
て
お
り
、「
義
血
俠
血
」
の
よ
う
に
、
互
い
を
思
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い
合
い
な
が
ら
も
、
そ
の
認
識
に
齟
齬
が
生
じ
て
い
る
様
子
は
描
か
れ
て
い
な
い
。

　

新
派
劇
の
脚
色
に
は
俳
優
な
ど
も
携
わ
る
場
合
が
あ
る
た
め
、「
錦
染
瀧
白
糸
」
に
お
け
る
造
形
が
必
ず
し
も
鏡
花
の
み
の
作
意
に
よ
る
と

は
い
え
な
い
。
だ
が
「
錦
染
瀧
白
糸
」
に
は
欣
弥
に
思
い
を
寄
せ
る
撫
子
が
登
場
し
、
欣
弥
と
白
糸
の
認
識
の
懸
隔
も
示
唆
さ
れ
る
。
撫
子

の
存
在
は
そ
れ
ま
で
の
上
演
と
は
別
の
、
白
糸
が
金
を
工
面
す
る
理
由
を
必
要
と
し
、
そ
の
理
由
は
後
の
場
面
に
あ
る
欣
弥
の
言
葉
と
な
っ

た
。〈
錦
染
瀧
白
糸
〉
で
は
欣
弥
を
め
ぐ
る
女
性
の
一
人
と
な
っ
て
い
る
白
糸
は
、そ
の
言
葉
に
自
ら
の
望
む
「
他
人
で
は
な
い
」
関
係
を
見

出
し
、
拠
り
所
と
す
る
。
し
か
し
そ
の
言
葉
を
め
ぐ
り
、
白
糸
と
欣
弥
の
認
識
の
懸
隔
は
よ
り
露
わ
に
な
る
。
撫
子
の
存
在
は
欣
弥
に
と
っ

て
の
白
糸
／
白
糸
に
と
っ
て
の
欣
弥
が
ど
の
よ
う
な
存
在
か
を
よ
り
鮮
明
に
表
す
こ
と
に
繫
が
り
、
そ
れ
は
「
義
血
俠
血
」
に
示
さ
れ
た
白

糸
と
欣
弥
の
関
係
に
通
じ
る
も
の
だ
っ
た
。「
錦
染
瀧
白
糸
」
は
、
そ
れ
ま
で
の
上
演
の
筋
を
踏
襲
す
る
こ
と
で
尊
重
し
な
が
ら
、
登
場
人

物
の
関
係
の
描
写
と
い
う
面
で
〈
瀧
の
白
糸
〉
と
「
義
血
俠
血
」
を
接
近
さ
せ
る
。
原
作
か
ら
は
離
れ
た
も
の
と
さ
れ
て
き
た
「
錦
染
瀧
白

糸
」
お
よ
び
新
派
劇
〈
錦
染
瀧
白
糸
〉
は
、「
義
血
俠
血
」
の
要
素
を
取
り
入
れ
た
〈
瀧
の
白
糸
〉
を
創
作
す
る
試
み
で
あ
り
、
そ
の
上
演
に

携
わ
っ
た
鏡
花
も
ま
た
、「
義
血
俠
血
」
と
そ
れ
ま
で
の
上
演
の
融
合
と
い
う
こ
の
方
向
性
を
支
持
し
て
い
た
と
い
え
る
。

※
泉
鏡
花
作
品
の
引
用
は
全
て
『
鏡
花
全
集
』（
一
九
七
三
〜
七
六
、
岩
波
書
店
）
に
拠
る
。
旧
字
体
は
新
字
体
に
改
め
、
特
殊
な
読
み
を
示
す
ル

ビ
以
外
は
省
略
し
た
。
台
本
を
引
用
す
る
際
は
、塗
り
潰
さ
れ
て
下
の
文
字
が
不
明
と
な
っ
て
い
る
箇
所
は
省
略
し
た
。
ま
た
本
論
を
著
す
に
あ
た
っ

て
は
日
本
大
学
・
総
合
学
術
情
報
セ
ン
タ
ー
、
松
竹
大
谷
図
書
館
、
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
に
並
々
な
ら
ぬ
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
。
こ
の
場
を

借
り
て
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
る
。
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註1 

川
島
み
ど
り
「
泉
鏡
花
『
錦
染
瀧
白
糸
』
に
お
け
る
〈
変
身
〉
の
ド
ラ
マ
」『
明
治
大
学
日
本
文
学
』
三
三
号
（
二
〇
〇
七
・
六
）
お
よ
び
「『
瞽

判
事
』
と
『
錦
染
瀧
白
糸
』
を
つ
な
ぐ
も
の
│
原
・『
義
血
俠
血
』
を
読
む
│
」『
文
芸
研
究
』
一
〇
七
号
（
二
〇
〇
九
・
二
）

2 
越
智
治
雄
「
瀧
の
白
糸
」『
国
語
と
国
文
学
』
五
六
巻
五
号
（
一
九
七
九
・
五
）

3 

植
田
理
子
「
鏡
花
小
説
を
上
演
す
る
│
明
治
三
〇
年
代
に
お
け
る
「
滝
の
白
糸
」
と
「
辰
巳
巷
談
」
上
演
を
中
心
に
│
」『
論
集
泉
鏡
花　

第

五
集
』（
二
〇
一
一
、
和
泉
書
院
）

4 

論
中
に
述
べ
た
も
の
の
他
に
飯
塚
恵
理
人
「『
予
備
兵
』『
義
血
俠
血
』
か
ら
『
滝
の
白
糸
』
へ
│
川
上
音
二
郎
の
上
演
を
め
ぐ
っ
て
│
」『
稿

本
近
代
文
学
』
一
三
号
（
一
九
八
九
・
一
一
）、
穴
倉
玉
日
「
旅
す
る
「
白
糸
」」『
国
語
国
文
学
』
四
五
号
（
二
〇
〇
六
・
三
）
が
あ
る
。

5 

松
竹
大
谷
図
書
館
蔵
『
浅
草
座　

番
付
』（
一
八
九
五
・
一
二
）

6 

無
署
名
「
浅
草
座
師
走
狂
言
」『
国
民
新
聞
』（
一
八
九
五
・
一
二
・
一
二
／
一
四
／
一
七
）
本
論
で
の
初
演
に
関
す
る
言
及
は
、
全
て
こ
の

新
聞
記
事
か
ら
引
用
し
た
。

7 

松
竹
大
谷
図
書
館
蔵
『
角
座　

番
付
』（
一
八
九
六
・
一
二
）

8 

注
4
に
挙
げ
た
論
考
に
同
じ
。

9 

無
署
名
「
浅
草
座
の
川
上
一
座
」『
読
売
新
聞
』（
一
八
九
三
・
一
二
・
二
八
）

10 

藤
の
家
主
人
「
角
座
劇
評
（
下
）」『
大
阪
朝
日
新
聞
』（
一
八
九
六
・
一
二
・
九
）

11 

松
竹
大
谷
図
書
館
蔵
『
新
富
座　

番
付
』（
一
九
〇
七
・
三
）
に
は
「
序
幕　

浅
野
磧
天
神
橋
上
之
場
／
二
幕
目　

金
沢
公
園
水
芸
小
屋
之
場

／
仝
霞
ヶ
池
強
奪
之
場
／
三
幕
目　

六
勝
亭
桐
田
塀
外
之
場
／
仝
庭
内
夫
婦
殺
害
之
場
／
四
幕
目　

高
岡
駅
立
場
茶
屋
之
場
／
仝
裏
道
杉
林

争
闘
之
場
／
大
切　

金
沢
裁
判
所
法
廷
之
場
」
と
場
面
構
成
が
記
さ
れ
、
配
役
に
も
三
種
類
の
筋
を
思
わ
せ
る
も
の
は
な
い
。

12 

紙
幅
の
都
合
上
、
一
八
九
八
〜
一
九
〇
六
年
の
上
演
に
限
定
し
、
松
竹
大
谷
図
書
館
蔵
『
角
座　

番
付
』（
一
八
九
八
・
八
）、
早
稲
田
大
学

演
劇
博
物
館
蔵
『
演
伎
座　

番
付
』（
一
九
〇
〇
・
一
一
）『
改
良
座　

番
付
』（
一
九
〇
一
・
一
）『
末
広
座　

番
付
』（
同
・
一
一
）『
宮
戸

座　

番
付
』（
同
・
一
二
╱
一
九
〇
四
・
八
）『
真
砂
座　

番
付
』（
一
九
〇
三
・
二
）
他
『
都
新
聞
』『
大
阪
毎
日
新
聞
』
を
参
照
し
て
作
成

し
た
。
一
八
九
八
年
は
〈
是
又
意
外
〉、一
九
〇
〇
年
（
演
伎
座
）
は
〈
意
外
の
罪
人
〉、一
九
〇
一
年
（
末
広
座
）
は
〈
法
廷
の
自
殺
〉
の
題
。

一
九
〇
一
年
（
改
良
座
）
の
役
名
は
『
都
新
聞
』（
一
二
・
二
七
）
で
は
「
竹
中
於
莵
介
」
で
は
な
く
「
鈴
木
於
莵
介
」
と
、
ま
た
一
九
〇
四
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年
の
役
名
は
『
都
新
聞
』（
八
・
二
五
）
で
は
「
欣
弥
妹
お
若
」
と
な
っ
て
い
る
。
一
九
〇
二
年
は
〈
法
廷
の
自
殺
〉
の
題
で
上
演
が
予
定
さ

れ
て
い
た
が
、
後
に
中
止
と
な
っ
て
い
る
。

13 
芹
影
「
宮
戸
座
の
瀧
の
白
糸
」『
歌
舞
伎
』
五
四
号
（
一
九
〇
四
・
一
〇
）

14 

花
柳
章
太
郎
「
私
の
瀧
の
白
糸
」『
演
芸
画
報
』
二
七
年
九
号
（
一
九
三
三
・
九
）

15 

大
江
良
太
郎
「
喜
多
村
緑
郎
聞
書
」『
新
派　

百
年
へ
の
前
進
』（
一
九
七
八
、
大
手
町
出
版
）

16 

論
中
で
扱
う
台
本
の
他
に
〈
錦
染
瀧
白
糸
〉
の
系
統
と
み
ら
れ
る
資
料
は
①
「
瀧
の
白
糸　

八
場
」、
②
「
錦
染
瀧
白
糸　

松
本
才マ
マ

判
所
の
場
」、

③
「
錦
染
瀧
白
糸
」（「
雑
用
宿
」
他
一
場
）、④
「
瀧
の
白
糸
」（「
諏
訪
山
中
駒
見
台
」
他
三
場
）、⑤
「
大
正
十
参
年
七
月
／
名
古
屋
新
守
座
」

と
書
き
込
み
が
あ
る
「
深
雪
橋
畔
」、
⑥
⑤
と
同
じ
上
演
年
が
記
さ
れ
る
「
村
越
欣
弥
住
居
」
他
一
場
、
⑦
「
昭
和
二
十
六
年
八
月
明
治
座
」

と
あ
る
「
差
込
用
」「
石
動
の
棒
鼻
」、
⑧
「
差
込
み
用
」「
切
渕
庭
先
」
で
あ
る
。
ま
た
論
中
の
台
本
に
は
な
い
場
面
だ
が
、
⑨
白
糸
が
金
を

奪
わ
れ
る
前
に
切
渕
、
虎
五
郎
、
撫
子
が
対
話
す
る
「
兼
六
公
園
」
も
あ
る
。
一
部
は
日
本
大
学
・
日
本
語
日
本
文
学
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ

ブ
で
閲
覧
で
き
る
。
な
お
①
⑤
に
は
橋
上
の
場
面
が
あ
り
、概
ね
原
作
同
様
の
対
話
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、〈
錦
染
瀧
白
糸
〉
で
「
義

血
俠
血
」
と
同
様
の
約
束
が
交
わ
さ
れ
た
可
能
性
は
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。

17 

越
智
の
論
考
に
は
「
台
本
は
第
一
か
ら
第
十
ま
で
の
通
し
た
場
数
が
つ
い
て
い
る
だ
け
」
と
あ
る
が
本
論
で
扱
う
台
本
の
各
場
面
に
は
題
が

付
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
点
で
は
齟
齬
が
あ
る
も
の
の
、
表
紙
の
書
き
込
み
や
橋
上
の
場
面
を
欠
く
こ
と
が
共
通
す
る
た
め
、
同
一
の
資
料
と

考
え
ら
れ
る
。

18 

『
都
新
聞
』（
一
九
一
五
・
一
一
・
二
七
）
に
よ
れ
ば
「（
序
）
八
幡
街
道
□
□
（
印
刷
不
鮮
明
に
つ
き
空
白
│
引
用
者
注
）
裏
（
二
）
長
野
権

堂
雑
用
宿
、
城
山
公
園
見
世
物
小
屋
、
み
ゆ
き
橋
月
の
夜
（
三
）
諏
訪
山
中
駒
見
台
、
松
本
欣
弥
内
（
四
）
清
水
危
難
、
桐
淵
宅
（
大
詰
）

松
本
地
方
裁
判
所
の
場
」
の
全
九
場
だ
が
、
同
新
聞
で
上
演
時
間
が
報
じ
ら
れ
た
際
（
同
・
一
二
・
三
）
に
は
序
幕
二
場
に
「
稲
荷
山
」
が

加
わ
っ
て
全
一
〇
場
と
な
り
、
こ
れ
が
実
際
の
上
演
に
近
い
と
推
察
さ
れ
る
。
な
お
登
場
人
物
「
切
渕
」
の
表
記
は
新
聞
、
劇
評
な
ど
で
異

同
が
あ
る
が
、
台
本
が
「
切
渕
」
を
中
心
に
用
い
て
い
る
た
め
、
本
論
で
は
「
切
渕
」
に
統
一
し
た
。

19 

慶
應
義
塾
図
書
館
蔵
。
た
だ
し
「
泉
鏡
花
自
筆
原
稿
目
録
」（『
鏡
花
全
集
』
別
巻
／
一
九
七
六
、
岩
波
書
店
）
お
よ
び
前
掲
の
越
智
の
論
考

に
指
摘
さ
れ
る
、
自
筆
原
稿
か
ら
『
趣
味
之
友
』
に
掲
載
さ
れ
る
ま
で
に
削
除
さ
れ
た
箇
所
が
、
台
本
に
は
残
る
な
ど
の
異
同
が
あ
る
。
越

智
が
述
べ
る
通
り
「
台
本
用
に
提
稿
し
た
の
ち
に
、
加
訂
が
行
な
わ
れ
た
」
可
能
性
も
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
「
錦
染
瀧
白
糸
」
の
執
筆
に
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際
し
て
、
新
派
劇
〈
錦
染
瀧
白
糸
〉
と
い
う
文
脈
は
想
定
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

20 

無
署
名
「
住
吉
座
二
の
替
り
狂
言
の
評
判
」『
小
樽
新
聞
』（
一
八
九
六
・
二
・
二
五
）

21 
住
吉
座
は
注
20
に
同
じ
。
角
座
は
藤
の
家
主
人
「
角
座
劇
評
（
上
）」（『
大
阪
朝
日
新
聞
』
／
一
八
九
六
・
一
二
・
八
）。
そ
の
他
の
上
演
で
も
、

清
吾
「
浅
草
座
の
川
上
演
劇
評
」（『
東
京
朝
日
新
聞
』
／
一
八
九
五
・
一
二
・
一
一
）、
三
木
竹
二
「
真
砂
座
の
二
の
替
（
下
）」（『
読
売
新
聞
』

／
一
九
〇
三
・
二
・
九
）
に
同
様
の
記
述
が
み
ら
れ
る
。

22 

こ
の
場
面
に
類
似
し
た
テ
ク
ス
ト
が
「
か
き
ぬ
き
」
と
し
て
『
鏡
花
全
集
』
二
六
巻
（
一
九
七
五
、
岩
波
書
店
）
に
収
め
ら
れ
る
が
、
管
見

の
限
り
こ
れ
を
鏡
花
の
も
の
と
す
る
根
拠
が
存
在
し
な
い
た
め
、
本
論
で
は
触
れ
て
い
な
い
。

23 

こ
の
こ
と
は
注
1
に
挙
げ
た
川
島
み
ど
り
の
論
考
（
後
者
）
に
も
、「
欣
弥
の
愛
を
《
奪
う
》
│
《
奪
わ
れ
る
》
と
い
う
構
図
」
が
「
冒
頭
二

つ
の
花
に
暗
喩
さ
れ
て
い
る
」
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

24 

喜
多
村
緑
郎
「
白
糸
考
」『
演
劇
界
』
四
巻
六
号
（
一
九
四
六
・
七
）

25 

慶
應
義
塾
図
書
館
蔵
。
本
論
中
の
引
用
は
『
自
筆
稿
本　

義
血
俠
血
』（
一
九
八
六
、
岩
波
書
店
）
の
う
ち
、
紅
葉
に
送
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る

清
書
版
に
拠
る
。
本
論
で
述
べ
た
よ
う
に
「
錦
染
瀧
白
糸
」
は
「
瞽
判
事
」
の
後
に
紅
葉
に
よ
る
改
稿
の
過
程
で
変
容
し
た
箇
所
も
引
き
継

い
で
お
り
、
鏡
花
が
そ
う
し
た
脚
色
に
関
与
し
た
こ
と
の
意
味
は
さ
ら
に
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
別
稿
に
お
い
て
検
討
し
た
い
。

26 

注
1
・
注
23
に
挙
げ
た
論
考
に
同
じ
。

27 

越
野
格
「「
観
念
小
説
論
」
の
た
め
の
序
章
（2）
│
鏡
花
作
『
義
血
俠
血
』
論
│
」『
国
語
国
文
研
究
』
五
五
号
（
一
九
七
五
・
一
一
）

28 

弦
巻
克
二
「『
義
血
俠
血
』
論
│
滝
の
白
糸
の
散
文
性
│
」『
叙
説
』
一
二
号
（
一
九
八
六
・
三
）

29 

杲
由
美
「
鏡
花
の
新
進
作
家
時
代
│
「
義
血
俠
血
」
の
白
糸
像
│
」『
北
村
透
谷
研
究
』
一
八
号
（
二
〇
〇
七
・
六
）


